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１．消滅可能性自治体について 

（１） 消滅可能性自治体とは何か 

「消滅可能性自治体」は、若年女性人口が 2020 年から 2050 年の間に 50%以上

減少すると予測される自治体を指します。2024 年の分析では 744 自治体が該当し、

将来的に自治体の維持が困難になる可能性を警告しています。 

 

（２） 韮崎市の現状 

韮崎市は、消滅可能性自治体に分類され、人口減少率が県内でも非常に高く、改善が

必要な状況です。転出人口の多さが問題であり、「住みたい街」としての魅力を高める

必要があります。 

 

（３） 市としての取り組み 

緊急対応会議を開催し、市民の意見を反映した具体策を検討しています。特に、住宅

政策や子育て支援施策の見直しを進める方針です。消滅可能性自治体からの脱却を目

指し、デジタル田園都市構想総合戦略に基づく取り組みを強化しています。 

 

（４） 市民として何ができるか 

空き家バンク制度の利用や子育て支援補助金の活用、市民ワークショップへの参加

などを通じて、自治体の持続可能性に貢献できます。また、若年世代の居住を制約する

ことなく、地域全体で支えることが求められています。 

 

（５） 根本解決に向けた提案 

人口減少問題は、一自治体の課題に留まらず、社会全体の問題です。安定した雇用の

確保、賃金格差の解消、育児・教育の負担軽減、ジェンダー平等の推進などが重要です。 
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参考資料 令和６年・地方自治体「持続可能性」分析レポートより抜粋 

 
県内１３市の比較 

 
 

近隣市の人口推移
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２．新体育館の建設に伴う、市道（藤井）９号線の渋滞解消について 

令和４年度から令和５年度にかけて、市内の限られた場所及び時間帯に発生する渋

滞をまちづくりの課題と位置づけ、改定を進めている「韮崎市都市計画マスタープラン」

と関連性をもつ、「韮崎市道路整備計画」を作成したところであります。この計画のなか

では、新体育館を建設している七里岩台上の主要地方道茅野北杜韮崎線と、国道１４１

号線、及び国道２０号線へのアクセス強化のため、市道（藤井）９号線（通称ガ二坂）付近

や、市道（藤井）４号線（通称仏坂）付近も道路整備の方針のひとつと位置づけていると

ころであります。まだ、ルート等の詳細な内容について決まっているわけではありませ

んが、今後、その時期が来た際には、地域の要望も参考にしながら計画を進めてまいり

たいと考えております。（建設課 建設土木担当）  
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韮崎市道路整備計画（概要版）令和６年３月　－抜粋ー
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３．韮崎市文化財保存活用施設基本構想について 

・基本構想策定の目的 

現在韮崎市民俗資料館、埋蔵文化財資料整理室（旧老人福祉工場）、埋蔵文化財

保管庫 （旧大草小学校体育館）、新府城内調査室（簡易プレハブ）といった市内の

文化財を保存・活用する施設がありますが、各施設とも老朽化が進行するととも

に、施設同士が離れていることから適切な維持管理に支障があり、また、有機物

（古文書、木製品等）を保存するための適切な保管施設を有していません。 また、

史跡新府城跡においては来城者数が増加しているものの、現地周辺にガイダンス

施設がなく史跡としての本質的な価値や調査速報等の情報提供が少ないのが現

状です。 これらのことから、博物館、史跡のガイダンス、埋蔵文化財センター機能

等を統合した市内の文化財の保存活用の拠点となる施設、「文化財保存活用施設」

の設置の必要性が高まっています。 本構想では、文化財保存活用施設の設置にあ

たって以下の内容を定めることを目的とします。 

○本市の文化財を守り継承する事業全体の在り方や基本理念を策定すること 

○拠点となる施設像を明確にすること 

・展示活動基本的な考え方 

視点の一つ：新府城跡ガイダンスとして機能する特徴的なテーマのなかでも、特

に新府城跡は大きな比重を占めて扱うこととします。本展示により新府城跡への

誘客を目指すとともに発掘の様子を見られるようにすることで、常に最新の成果

を発信します。 

・＜展示構成のイメージ＞  

新府城跡を通して韮崎全体の歴史文化を紐解くとともに、「夢」の大切さを伝え

る本市の中で最も特徴的な歴史文化資源は新府城跡で、近年新たな事実も多く発

見されており、今後も 継続して市民や観光客から注目されていくコンテンツとい

えます。そして、七里岩、富士山と八ヶ岳の眺望等に代表される韮崎の文化的景観

との関わりや、その成立の背景を紐解くことにより、本市の歴史文化の全体像への

理解につなげることができるため、新府城跡を入口にその他多様な韮崎の歴史文

化を発信する展開をめざします。また、展示室の前後には現在の韮崎の町の様子

や「夢」のシンボルでもある大村博士と紐づけていく事で「夢」の大切さを発信して

いきます。 
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・中核施設の基本的な考え方 

視点の一つ：新府城跡見学への入口となる施設 本施設は、新府城跡のガイダン

ス、新府城跡へと誘い現地を見学したくなる気持ちにさせることも重要な役割の１

つです。そこで新府城跡へのアクセスも良く、魅力を感じられるような敷地に立地

することが望ましいと考えます。また同時に新府城跡を取りまく歴史文化的景観を

考慮し、施設が眺望の邪魔にならない等の配慮も求められます。 

・今後必要となる収蔵空間の面積 

近年の文化財の収蔵面積の推移から予想すると、開館 20 年後には 約 900

㎡ が必要と考えられ ます。さらに、現在進行中の新府城跡発掘調査はこれまで

にない規模の調査になることが予想され、約 150 ㎡を加えて確保することが必

要と考えられます。新施設開館時に用意しておくべき収蔵面積→1,050 ㎡以上 

 

・中核施設の運用開始までのスケジュール 

２０２４年度 基本計画策定 

２０２５年度～２０２６年度 施設・展示基本・実施設計 発注準備 

２０２７年度～２０２８年度 施設建設展示施行 運営準備 

２０２９年度 開館（２０２９年４月） 

※あくまで最短のスケジュールであり、国庫補助金の採択の状況や市の財政計

画との関係により、変更となる可能性がある。 

 

・文化財保存活用施設基本計画の策定 

文化財保存活用基本構想に基づき、整備検討委員会、市民によるワークショップ

を開催し、令和６年中に文化財保存活用基本計画を取りまとめる予定。 

既に令和５年度で３回、令和６年度で 2 回の委員会を開催、今後 3 回の開催を

予定。ワークショップは２回程度開催予定。 
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４．「甲斐ものや」移動販売⾞について 

○移動販売巡回による買い物弱者支援事業概要（経緯） 

平成２６年度    ：まちなか活性化推進事業にて実施 委託先：株式会社やまと市内６

２か所を巡回（月～金）土日は要望の多いエリアを巡回（受託者自

主事業）                           

平成２８年９月１６日：新車両導入（冷凍ストッカー装備、販売スペース拡大による搭載商品増加） 

平成２９年１２月６日：委託先の倒産により、移動販売車の巡回を一時休止 

平成３０年３月１２日：新受託業者株式会社マルハ（南アルプス市）により移動販売車巡回

事業再開 

令和５年１１月３０日：株式会社マルハ利用者減少に伴う、販売額の減少により事業を継

続することが困難となり事業終了                                                  

令和５年１２月１日 ：代替事業者 パルシステム（山梨・長野） 市内全域を販売対象とす

ることが可能であることから、活用を周知 この間、本市所有の移

動販売車を活用し、事業を継続できる事業者を探したが、選定で

きなかった                                            

令和６年４月２７日 ：穴山町区長会が山梨総合運輸（株）との移動販売事業について打

合せ、各地区公民館へ巡回事業を全面協力                                                                        

令和６年５月１３日 ：山梨総合運輸（株）との移動販売事業について打合せ 株式会社マ

ルハの事業終了を受け、山梨総合運輸（株）が運営している移動販

売事業を市内で実施したい旨、相談があった。運輸・倉庫業が本業

の事業者であるが、地域貢献事業として、移動販売事業（移動スー

パー「通称甲斐ものや」）を展開中。市での運用は、自社運営で行う

ことが基本。（株）マルハのように市からの受託形式ではなく、巡回

場所の選定やそのスケジュール管理も自社で行い、販売日（週）や

販売場所など、利用者の要望により、柔軟に対応している。現在、

市内をポスティングにより、周知しているが、地域（地区）の代表者

（区長）等を紹介いただければ幸いであるとの内容。             

※市の方針としては、委託方式で飲用する移動販売車巡回事業者

が選定できない状況において、市からの補助金を受けずに運用す

る事業者は、他にはないとの判断から「山梨総合運輸（株）」の移動

販売巡回事業を推奨していくこととした。                                                            

令和６年５月３１日：山梨総合運輸（株）「甲斐ものや」穴山地区の移動販売車巡回事業開始                                          

令和６年６月１４日：介護予防事業の一環として移動販売巡回時に集いの場を設けた。

（伊藤窪公民館に椅子を準備する） 
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No. 町名

①
藤
井
町

②
穴
山
町

① 意見・要望・質問の発言要旨 ② 回答、対応

　人口減少について　若者が移住してこ
れるように、トータル的に考えていくべ
き。東京へ行った若者が韮崎には帰っ
てこない。高齢になり免許も返納すると
暮らしにくいと中央のマンションに転居
した例もある。水道が引かれて無く消火
栓も設置できない場所もある。(駒井
JAよってけし東側）下水道の整備も進
まない。石組みの水路のコンクリート化
もなかなか出来ない。また、公園も少な
いなどの状況がある。

(デジタル戦略課の見解）
　人口維持のため、若者の移住定住を目指し、若者や子育て世代に特化し
た持家住宅補助金や鉄道通学者支援、奨学金支援、若者定住就職奨励金
などを交付しています。
　起業支援金を活用し、韮崎駅周辺は、若者がカフェなど飲食店を起業し、
少しずつですが、活気が戻ってきています。
(財務政策課の見解）
　総合計画のまちづくりの指針等に基づき、市民の皆様の意向や意見などを
踏まえ、事業を進めてまいります。
●議会としても、魅力ある韮崎市をどう創っていくのか、積極的に発案して
いきます。

　穴山町のハス池を、「ふるさとの風土
を次世代に伝える推進委員会」が管理
をしています。ハスの開花時には、市内
外から多くの人が訪れ賑わっていま
す。市からの補助がなくなり、苦慮して
います。クッキーの販売などで財政活動
をしていますが、ハス池を維持していく
為の天地替えに重機が必要で経費が
かかっています。市からの補助が可能
か？

　市民主体のまちづくり活動を推進するため、協働のまちづくりの担い手と
なる市民団体に交付する地域まちづくり活動補助金が、穴山町のハス池の
管理団体に対しても助成されていました。この補助は、１団体3年間と期限が
あり、昨年度で終了しています。
（財務政策課の見解）
　該当する補助金等は、まちづくり活動補助金であり、市民団体が事業を自
立的に実施できるようになることを目指し、3年を限度として補助しているも
のであります。
（商工観光課の見解）
　市からの補助につきましては、別の補助制度を検討する必要があると考え
ております。
●議会としても、地域の自主活動を支える新たな補助制度を市に求めてい
きます。
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No. 町名 ① 意見・要望・質問の発言要旨 ② 回答、対応

③
中
田
町

④
中
田
町

　中学校で現役の教師をしています。
不登校生徒も増える中、教員数が少な
い現状です。教員数が増えると一人一
人に対応が可能となります。教職員は
残業代無しで働いています。国は予算
の使い方を変えてほしいと思います。

(教育課の見解）
　現在、学校教育は個別最適な学びと協働的な学びの充実を図るなか、少
人数学級の拡充や不登校への対応、部活動指導などの業務により、教職員
の時間外労働が増え、さらになり手不足により一人ひとりの教職員の負担が
非常に大きくなっています。
　文部科学省では、来年度予算に教職調整額を13％に増額することや小学
校の教科担任の拡充などを概算要求しておりますが、市といたしましても、
引き続き、市立学校における教職員の働き方改革の取組みを推進するとと
もに、国や県に対し労働条件の改善や人材確保のための予算措置を要望し
てまいります。
●議会としても引続き、国への意見書などを通じて教育費の増額を求めて
いきます。

①年間９万円の市の補助は、小田川ほ
たるまつりへでなく、小田川ホタル愛護
会への補助ではないのか。
②市道（藤井）６号線は、交通車両が多
く高速で走行することから、通学児童、
農耕者が危険な状態となっています。
現在の４０k制限を、３０k制限にする、
農耕車両優先の看板を増設することを
希望します。
③市道（藤井）６号線に３箇所ある北東
小学校児童の通学バス停留所につい
て、安全な国道沿いに移動することは
可能か？

①市予算では、市外発進型観光イベント補助金として、小田川ほたるまつ
り、穴山町さくら祭りに年間各９万円が支給されています。まつりが実施され
ない時にも交付し活用していただいています。
②(総務課・建設課の見解）
　速度規制に関してのご要望は、警察の所管となりますので、地区等から要
望書の提出を受け、甲斐警察署へ要望することとなりますが、速度超過につ
いては、警察における取り締まりやパトロールの強化も必要と考えますの
で、地区要望に加えていただければ、併せて要望してまいります。看板の設
置については、状況をみながら、検討させていただきます。
③（教育課の見解）
　現在の韮崎北東小の通学バス停留所３箇所を利用する児童の居住地区
を考慮しつつ、新たに国道沿いに３箇所の安全な用地を確保して停留所を
設置することは、特に登校時（朝）の交通事情やスクールバスの運行時間の
増加を鑑みますと困難であると考えます。
●議会としても交通安全対策を求めて参ります。
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